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【 校訓 ： 責任 友愛 努力 】

激励会でのお話

激励会にあたり、今日はたのしい学校につながる、たのしい大会を目指す

心構え、めざす姿について話します。つ つながり合い高め合う姿―チーム

ワーク、団結力です。一丸となりチーム辰中で勝利を呼び込んでください。の

伸びゆく能美市を支える姿―辰中の代表として戦ってきてください。皆さんに

は、全校生徒、先生方が後についています。保護者も地域の方も応援してい

ます。く くじけずやり抜く姿―どんなことがあっても最後まで戦い抜きましょう。

相手も皆さんと同じように懸命に練習してきたはず、そう簡単にはいかないは

ずです。粘り強く最後までやり抜く強い気持ちで頑張ってきてください。ち 力

いっぱい取り組む姿―誠意をもって試合に臨みましょう。それは相手に、そし

てチームメイトに敬意をはらう、敬うということです。相手が一生懸命戦ってくれ

るからこそ試合ができる、チームメイトがいたからここまでこれたのです。勝って

驕らず、負けてもくさらず、互いに健闘を讃えましょう。それが真の勝者です。

そして、この「つ・の・く・ち」の姿が、たのしい大会、充実した心に残る大会、部

活動となるのです。選手、そして応援の皆さん、辰中の生徒として、「つ・の・

く・ち」の姿をめざし、正々堂々と戦ってきてください。皆さんが、大会をたのし

み、真の勝者として戻ってきてくれることを期待しています。

めざす学校・生徒像
た 楽しい学校

つ つながり合い高め合う生徒

の 伸びゆく能美市を支える生徒

く くじけずやり抜く生徒

ち 力いっぱい取り組む生徒

精いっぱいやった！

力を出しきった！

加賀地区ブロック大会

１７～１９日、加賀地区ブロック大会が行われました。どの部活

動も、選手、ベンチ、応援が一丸となってよく戦い抜きました。県

体出場を決めた部、悔し涙を流した部、と悲喜交々でしたが、「よ

く頑張ったね。」と声をかけると、さわやかな笑顔が返ってきまし

た。皆、真の勝者の顔でした。（大会結果は２６日配付済）



思春期講座 講 師 星の子助産院 坂谷 理恵子氏

テーマ １年 「生と性」

２年 「愛とふれあいを考える」

３年 「性の健康について」

クマにご注意！
今年は、例年よりクマの出没情報が多いです。

この時期活発に活動するのは１日のうち朝夕で

すが、もし出会ってしまったら！ どう行動し

たらいいでしょうか。まず、●刺激しないよう、

あわてず静かに立ち去りましょう。逃げると、

習性で追いかけてきます。●子グマを見かけて

も近づきません。母グマが近くにいます。●も

し近づいてきたら、大声を出さず、クマの動き

に注意し、ゆっくり後退しましょう。

詳細は で検索

祝 金賞 県代表
中部日本吹奏楽コンクール

石川県 ツキノワグマ 防止

理想の象徴アカンサス

花壇の碑の横で花を咲か

せています。葉の形は本当

に校章と同じです。確かめ

てみてください。

１８日、津幡文化会館シグナスにて中部日本吹奏楽コ

ンクールが行われました。本校吹奏楽部は、課題曲

「空のエース」、自由曲「交響曲第５番」で臨み、見

事金賞、県代表に選ばれました。次の目標は、全日本

吹奏楽コンクール石川県大会突破です。「シャイニン

グロード」の曲名のように進んで行ってください。

＜１年＞ 先生のお話を聞いて、一番大切だ

と思ったことは、友達や自分のことを大事

にすることです。今まであまり気にしては

いなかったけど、育ててくれた親がみんな

いるので、心も体も傷つけてはいけないと、

とても実感しました。今日学んだことを

守ってたのしく過ごしたいなと思いました。

＜２年＞ 坂谷先生に「いのち」や「恋」を教えて

いただきました。（中略）「恋」をするのは大変だ

なと思いました。自分自身にたずねて異性のことも

考えなくちゃといけないと思ったからです。でも、

その先にはまた新たな生命が生まれる喜びがあると

思うとうれしくなります。この経験（きっかけ）を

いかして、自分に自信をつけていくことや、「恋」

の難しさ、生命を授かることの大切さを知っていけ

るようになりたいなと思いました。

＜３年＞ 異性についての知識を聞くことができてよかったです。

また、エイズなどの性感染症は、互いのことを考えていかない

といけないということがわかりました。男女以外にも、同性に

対してのマナーの大切さも知ることだできました。

お母さんのおなかの中にいる体験

をしました。へその緒もつけてみま

した。実は、体験ではなくみんなが

経験したことです。（１年）

激励会での演奏の様子


